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こんなことが決まりましたこんなことが決まりました
第1回定例会
（2月22日～3月22日）

令和6年第1回定例会は、30日間の会期で開催され、
新年度予算、補正予算、条例改正などを審議しました。
主な内容を報告します。

TV 傍聴者 46人

◆◆◆　令和６年度予算　◆◆◆

◆◆◆　令和6年度の主な新規事業　◆◆◆

　令和6年度予算は、市長・市議会議員選挙後
最初の本格予算であり、子ども施策の全方位
的展開や社会インフラの強靭化、脱炭素社会
へのアプローチなど「より良い未来を創造する
予算」を編成し、令和5年度補正予算と一体と
なり、市民生活や地域経済を切れ目なく下支え
します。
　また、「こどもまんなかまちづくり」の推進、脱
炭素先行都市としての先駆的な挑戦の加速、
市民生活の向上と魅力あるまちづくりを主要施
策とした予算が提案されました。

令和6年度各会計予算
会計名

一般会計
特別会計・企業会計
国民健康保険事業
国民健康保険診療所
後期高齢者医療
介護保険事業
介護サービス事業
個別排水処理施設整備事業
水道事業会計
公共下水道事業会計

364億円

61億4,500万円
1億9,218万4千円
11億2,454万7千円
54億5,011万6千円
2億6,723万8千円

ー　  　　
34億2,415万4千円
27億6,599万9千円

350億2,021万円

66億430万円
1億9,471万円

10億1,235万2千円
54億2,789万2千円
2億8,043万7千円
6,663万1千円

36億4,085万4千円
28億8,906万5千円

金額 金額
令和5年度当初予算（肉付後）

○児童館・放課後児童クラブ エアコン設置事業
　　　　　　　　　　　6,090万円（一部令和5年度補正）
　　児童施設の環境改善のため、児童館４館及び放課後児童
クラブにエアコンを設置する（令和6年度繰越事業）。
○認定こども園整備事業交付金　　2億4,796万円
　　市内認定こども園の園舎建て替えに要する経費の一部を
交付する。

○（仮称）浜益学園・はまます保育園整備事業　　6億8,670万円
　　浜益小・中学校とはまます保育園を統合するため、（仮称）
浜益学園の校舎建設と既存校舎の改修、及びはまます保育
園を整備する（令和8年度開校・開園予定）。

○学校給食センターエアコン増設事業
　　　　　　　　　　　　　2,750万円（令和5年度補正）
　　調理場の環境改善のため、学校給食センター内にエアコ
ンを増設する（令和6年度への繰越事業）。
○公共施設群マイクログリッド構築事業　　3,080万円
　　市庁舎周辺の公共施設群5施設からの電力消費に伴う
CO2排出量実質ゼロを達成するために構築するマイクログ
リッドについて、事業者選定のための公募型プロポーザル実
施に向けた基本仕様書の作成や調査研究等を行う。

○地域情報発信アプリ導入事業　　3,700万円
　　市役所からのお知らせや、緊急情報の迅速・確実な伝達を
可能とし、情報配信手段の多重化を図るため、携帯電話網
を利用した地域情報発信アプリを導入する。
○ホームページリニューアル事業　　2,250万円
　　多様化、高度化する閲覧者のニーズに対応し、市の魅力
を伝えられるホームページへリニューアルを行う。

○新港エリアの新たな空間創出事業　　1,000万円
　　花畔第二土地区画整理事業（5工区）を、道央圏域の来
客者と地元市民、就業者の広域的な交流の場となるような
空間創出を行うため、当該エリアに求められる機能及び課題
等の検討を行う。

○高齢者等新型コロナワクチン接種費助成事業　　4,300万円
　　新たに予防接種法のB類疾病に位置づけられる新型コロ
ナウイルス感染症の予防接種にかかる負担軽減を図るため、
費用の一部を助成する。

○都市下水路整備事業　　2,100万円
　　通行者の安全を確保するため、屯田都市下水路の転落防
止柵を更新する。

○令和6年能登半島地震被災地応援事業
　　　　　　　　　　　2,500万円（一部令和5年度補正）
　　令和6年能登半島地震で甚大な被害を受けた輪島市（平
成24年度に石狩市と友好都市協定を締結）等、被災地への
応援のほか、被災地から石狩市へ避難された方々への支援
を行う（令和6年度への繰越事業）。
○物価高騰対策支援事業
　　　　　　　　　13億1,800万円（一部令和5年度補正）
　　住民税非課税世帯への7万円の追加給付のほか、住民税
均等割のみ課税世帯への10万円給付や住民税非課税の
子育て世帯への5万円給付など、低所得世帯等に対する物
価高騰対策として給付金を給付する（令和6年度への繰越
事業）。
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会派の態度が分かれたもの
●令和5年度補正予算
●令和6年度予算

●条例の一部改正

・石狩市一般会計補正予算（第10号）

・石狩市一般会計予算

・石狩市国民健康保険診療所特別会計予算

・石狩市後期高齢者医療特別会計予算

・石狩市介護保険事業特別会計予算

・石狩市証明等手数料条例の一部を改正する条例案

・石狩市個人番号の利用等に関する条例の一部を改正する条例案

・石狩市地域未来投資促進条例の一部を改正する条例案

・石狩市浜益国民健康保険診療所条例の一部を改正する条例案

・石狩市介護保険条例の一部を改正する条例案

石政 改革 公明 共産 採決結果無

◆◆◆　第１回定例会　議決結果　◆◆◆
全会一致で決まったこと

・石狩市国民健康保険事業特別会計補正予算（第3号）

・石狩市国民健康保険診療所特別会計補正予算（第1号）

・石狩市後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）

・石狩市介護保険事業特別会計補正予算（第3号）

・石狩市介護サービス事業特別会計補正予算（第4号）

・石狩市一般会計補正予算（第11号）

・石狩市国民健康保険事業特別会計予算

・石狩市介護サービス事業特別会計予算

・石狩市水道事業会計予算

・石狩市下水道事業会計予算

・石狩市議会政務活動費の交付に関する条例の一部を改正する条例案

・石狩市部設置条例の一部を改正する条例案

・石狩市会計年度任用職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例案

・石狩市あいろーどパーク条例の一部を改正する条例案

・石狩市監査委員条例の一部を改正する条例案

・石狩市リサイクルプラザ条例の一部を改正する条例案

・石狩市障がい者情報・コミュニケーション条例案

・石狩市総合保健福祉センター条例の一部を改正する条例案

・石狩市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例案

・石狩市建築確認申請等手数料条例の一部を改正する条例案

・生活衛生等関係行政の機能強化のための関係法律の整備に関する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例案

・石狩市立学校設置条例の一部を改正する条例案

・石狩市議会委員会条例の一部を改正する条例案

・石狩市選挙管理委員の選挙

・石狩市選挙管理委員補充員の選挙

・浜益国民健康保険診療所の現行体制維持を求める陳情書※

・被災者生活再建支援法の支援対象と支援金の拡充を求める意見書

・パレスチナ自治区ガザ地区における人道目的の即時停戦を求める決議

●令和5年度補正予算

●令和6年度予算

●条例等の一部改正

●そ　　の　　他

●陳　　情　　書
●意　　見　　書
●決　　議　　書

○ ○ ○ × 可決×

○ ○ ○ × 可決○

○ ○ ○ × 可決×

※陳情書「浜益国民健康保険診療所の現行体制維持を求める陳情書」については、総務常任委員会で詳細な審査を行い不採択となりました。本議会では、「議案第22号 石狩市
　浜益国民健康保険診療所条例の一部を改正する条例案」が可決されたので、相反する内容の陳情書は採択せずに議長が不採択とみなす宣言をしました

○ ○ ○ × 可決×

○ ○ ○ ○ 可決×

○ ○ ○ × 可決×

○ ○ ○ × 可決×

○ ○ ○ × 可決×

○ ○ ○ × 可決○

○ ○ ○ × 可決○

（石政：石政会所属議員8人　改革：改革市民会議所属議員3人　公明：公明党所属議員3人　共産：日本共産党所属議員3人　無：無所属議員1人）
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代表質問
2月29日

石政会

伊藤 一治
 い　 とう 　 かず  はる

録画映像配信 ▶

本
市
の
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
つ
い
て

ま
ち
の
強
み
を
生
か
し
た
施
策
を
推
進

　
　
①
昨
年
度
は
再
エ
ネ
設
備

導
入
の
検
討
、今
年
度
は
マ
イ
ク

ロ
グ
リ
ッ
ド（
小
規
模
電
力
網
）の

構
築
に
向
け
た
全
体
設
計
や
関

連
法
令
の
整
理
、次
年
度
は
公
共

施
設
群
で
の
脱
炭
素
シ
ス
テ
ム
構

築
を
行
う
事
業
者
の
公
募
と
そ
の

た
め
の
基
本
仕
様
書
の
作
成
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

②
現
在
、国
と
道
の
関
係
所
管
が

中
心
と
な
り
法
定
協
議
会
の
設

置
に
向
け
た
事
前
調
整
や
本
年

1
月
に
は
関
係
自
治
体
に
よ
る
意

見
交
換
を
行
って
い
ま
す
が
、石
狩

市
沖
は
複
数
の
漁
業
関
係
者
や

自
治
体
が
関
与
し
て
お
り
協
議
会

開
催
に
時
間
を
要
し
て
い
る
と
承

知
し
て
い
ま
す
。

（
市
長
）

答

そ
の
他
の
質
問

●
新
年
度
予
算
編
成
に
込
め

た
思
い
に
つ
い
て

●
令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
に
つ
い
て

●
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
強
じ
ん
化
に
つ
い
て

●
共
生
社
会
の
実
現
に
つ
い
て

①
本
市
は
令
和
4
年
に
脱
炭
素
先

行
地
域
に
選
定
さ
れ
、新
港
地
区
で

の
再
エ
ネ
供
給
ゾ
ー
ン
と
市
役
所

周
辺
公
共
施
設
の
中
心
核
エ
リ
ア

で
計
画
の
実
現
に
向
け
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
段
階
的
に
進
め
て
い
ま
す

が
、こ
れ
ら
取
り
組
み
の
進
捗
状
況

を
伺
い
ま
す
。

②
昨
年
5
月
に
石
狩
市
沖
が
有
望

な
区
域
に
指
定
さ
れ
る
中
、一
般
洋

上
風
力
発
電
の
事
業
化
に
は
さ
ら

に
促
進
区
域
の
指
定
と
法
定
協
議

会
の
設
置
が
必
要
で
す
が
、11
月
に

は
松
前
町
で
、12
月
に
は
江
差
町
で

初
の
協
議
会
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、

本
市
の
協
議
会
設
置
に
向
け
た
動

き
は
現
在
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
伺

い
ま
す
。

①
本
市
の
い
じ
め
や
不
登
校
の
人

数
は
全
国
全
道
と
比
較
し
て
高
い

状
況
に
あ
り
ま
す
が
、そ
れ
ぞ
れ
の

現
状
認
識
や
今
後
の
あ
り
方
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

②
い
じ
め
や
不
登
校
に
対
応
す
る
に

は
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

の
支
援
等
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
と

考
え
ま
す
が
、現
在
の
3
人
の
体
制

で
課
題
は
な
い
の
か
伺
い
ま
す
。

本
市
の
い
じ
め
と
不
登
校
対
策
に
つ
い
て

適
切
な
対
応
と
支
援
体
制
の
整
備
に
努
め
る

　
　
①
い
じ
め
認
知
率
の
高
数
値

は
法
律
に
よ
る
定
義
等
へ
の
理
解

が
市
内
の
学
校
で
広
が
っ
て
い
る

こ
と
の
表
れ
と
捉
え
て
お
り
、今

後
も
個
々
の
ケ
ー
ス
に
応
じ
確
実

に
い
じ
め
が
解
消
す
る
ま
で
見
届

答

や
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
受

け
皿
を
整
備
し
、専
門
職
の
配
置

充
実
も
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

は
子
ど
も
の
権
利
擁
護
や
意
見
代

弁
な
ど
重
要
な
役
割
も
担
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
今
後
、体
制
の
検
討

が
必
要
に
な
って
い
く
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。（
教
育
長
）

け
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。ま
た
、不
登
校
出
現
率

の
高
い
状
況
は
本
市
の
課
題
の一つ

で
あ
る
た
め
、ふ
ら
っ
と
く
ら
ぶ
の

支
援
充
実
や
校
内
別
室
の
設
置

促
進
な
ど
不
登
校
の
児
童
生
徒

①
合
併
か
ら
20
年
を
迎
え
よ
う
と
す

る
中
で
地
域
の
状
況
に
応
じ
た
検
討

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、浜
益
国
保
診

療
所
の
新
た
な
方
針
を
伺
い
ま
す
。

②
市
は
地
域
説
明
会
を
開
催
し
新
体

制
に
つ
い
て
理
解
を
求
め
て
き
ま
し

た
が
、区
民
の
方
々
に
そ
の
必
要
性

が
十
分
に
理
解
い
た
だ
け
て
い
な
い

よ
う
に
思
え
る
た
め
、市
長
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

浜
益
国
保
診
療
所
に
つ
い
て持続

可
能
な
運
営
に
尽
力

　
　
①
高
齢
化
率
が
57
％
と
な
っ

て
い
る
浜
益
区
で
本
診
療
所
に
通

う
こ
と
が
困
難
な
高
齢
者
等
の
現

状
を
踏
ま
え
訪
問
看
護
を
行
う

な
ど
医
療
提
供
の
維
持
に
努
め
、

時
代
や
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
診

答

ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
す
る
私
た

ち
の
暮
ら
し
方
も
変
わ
る
こ
と
を

社
会
で
共
有
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。（
市
長
）

療
体
制
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

②
全
国
的
な
医
師
不
足
の
中
、4

月
か
ら
医
師
の
働
き
方
改
革
が
法

適
用
さ
れ
ま
す
が
、人
々
の
働
き

方
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と
は
そ
れ

し
ん
ち
ょ
く

▲浜益国保診療所
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代表質問
2月29日

公明党

阿部 裕美子
あ　  べ　　  ゆ　  み　  こ

録画映像配信 ▶

こ
ど
も
ま
ん
な
か
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

健
や
か
な
成
長
等
を
社
会
全
体
で
支
援
す
る

そ
の
他
の
質
問

●
地
域
資
源
を
活
用
し
た
脱

炭
素
社
会
の
実
現
に
つ
い
て

●
Ｄ
Ｘ
に
よ
る
市
民
生
活
の

利
便
性
向
上
に
つ
い
て

●
多
様
な
人
材
に
よ
る
持
続

可
能
な
地
域
社
会
の
構
築

に
つ
い
て

●
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
強
じ
ん
化

に
つ
い
て

①
昨
年
7
月
に
導
入
さ
れ
た
Ａ
Ｉ

ド
リ
ル
の
今
後
の
効
果
的
な
活
用

に
つ
い
て
考
え
を
伺
い
ま
す
。

②
教
育
行
政
執
行
方
針
に
は
教
育

活
動
の
推
進
と
心
の
育
成
は
ど
ち

ら
も
学
校
と
家
庭
だ
け
で
な
く
地

域
と
の
連
携
が
示
さ
れ
て
い
ま
す

が
、子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

と
地
域
と
の
関
わ
り
の
重
要
性
に

つ
い
て
考
え
を
伺
い
ま
す
。

教
育
行
政
執
行
方
針
に
つ
い
て

学
校・家
庭・地
域
の
連
携
を
強
化

　
　

①
市
内
小
中
学
校
の
教
員

で
構
成
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
Ａ
Ｉ
ド
リ

ル
を
有
効
活
用
し
た
好
事
例
を

全
校
へ
発
信
し
普
及
に
努
め
て
お

り
、今
後
も
個
別
最
適
な
学
び
の

答

な
社
会
参
画
や
自
己
肯
定
感
の
育

成
、ひ
い
て
は
地
域
課
題
の
解
決
に

つ
な
がって
い
く
可
能
性
も
期
待
で

き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
教
育
長
）

保
障
等
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

②
例
え
ば
地
域
と
学
校
が
連
携
し

て
行
う
防
災
訓
練
や
職
業
体
験
な

ど
で
、多
く
の
人
と
関
わ
る
こ
と
は

地
域
へ
の
愛
着
を
深
め
、主
体
的

地
域
の
魅
力
向
上
と
選
ば
れ
る
ま
ち
に
つ
い
て

本
市
に
適
合
し
た
持
続
可
能
な
施
策
等
を
進
め
る

　
　

①
社
会
情
勢
の
変
化
を
踏

ま
え
本
市
に
望
ま
し
い
地
域
公
共

交
通
の
姿
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

現
在
、新
計
画
を
策
定
中
で
本
年

3
月
末
に
成
案
と
す
る
予
定
で
す

が
、現
行
の
路
線
バ
ス
や
デ
マ
ン
ド

交
通
、有
償
旅
客
運
送
や
ス
ク
ー

ル
バ
ス
な
ど
多
様
な
移
動
手
段
の

活
用
と
維
持
確
保
等
の
施
策
を

進
め
て
い
く
考
え
で
す
。

②
地
域
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い

く
た
め
に
は
地
域
が
求
め
る
も
の
、

行
政
に
求
め
ら
れ
る
も
の
な
ど
を

し
っ
か
り
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
る

た
め
、昨
年
10
月
、両
区
の
地
域
協

議
会
へ
今
後
も
地
域
に
必
要
な
機

能
な
ど
重
要
事
項
3
点
を
諮
問
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、今
後
は
答

申
を
受
け
そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的
な

方
策
の
検
討
を
始
め
て
い
き
ま
す
。

（
市
長
）

答 ①
今
回
、1
年
を
通
し
て
行
わ
れ
る

オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通「
い
つ
モ
」の
検

証
結
果
は
他
の
地
域
に
も
生
か
し

て
い
け
る
と
思
い
ま
す
が
、本
市
の

地
域
特
性
に
合
わ
せ
た
今
後
の
公

共
交
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え

を
伺
い
ま
す
。

②
厚
田
区
・
浜
益
区
は
令
和
7
年

度
に
合
併
20
年
の
節
目
と
な
り
地

域
自
治
の
あ
り
方
が
協
議
さ
れ
て

い
く
と
思
い
ま
す
が
、少
子
高
齢
化

が
進
む
中
で
担
い
手
不
足
な
ど
課

題
は
多
い
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、今

後
ど
の
よ
う
に
検
討
し
て
い
く
の

か
伺
い
ま
す
。

　
4
月
か
ら
庁
内
に
は
子
育
て
推

進
部
が
新
設
さ
れ
、ま
た
、子
ど
も

の
権
利
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

向
け
て
作
業
も
進
め
ら
れ
て
お
り
、

本
市
の
子
ど
も
た
ち
を
全
力
で
守

り
育
て
る
環
境
整
備
が
推
進
さ
れ

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
が
、子
ど

も
が
ど
の
よ
う
な
生
活
状
況
に
置

か
れ
て
い
て
も
夢
や
希
望
を
持
つ

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、こ
の
た
び
の

居
場
所
づ
く
り
を
含
め
、子
ど
も
施

策
へ
の
市
長
の
思
い
を
伺
い
ま
す
。

　
　
子
ど
も
は
石
狩
や
国
の
宝
で

あ
り
、子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
ま

ち
を
明
る
く
す
る
と
常
々
思
っ
て

お
り
、ま
た
、子
ど
も
の
主
体
性
を

尊
重
し
た
居
場
所
づ
く
り
を
積
極

的
に
進
め
る
た
め
に
、新
年
度
は

こ
ど
も
未
来
館
あ
い
ぽ
ー
と
で
学

習
に
苦
手
感
の
あ
る
小
中
学
生
が

気
軽
に
来
館
で
き
る
居
場
所
を
確

保
す
る
な
ど
、未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
施
策
に
は
一
層
の
力
を

注
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
市
長
）

答

▲こども未来館あいぽーと
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代表質問

松本 喜久枝

2月29日

まつ　もと　  き　　く　　え

日本共産党

録画映像配信 ▶

　
市
内
全
小
中
学
校
の
暑
さ
対
策

に
つ
い
て
は
夏
休
み
期
間
を
延
長

す
る
と
し
て
い
ま
す
が
、冬
休
み
は

変
更
な
い
の
か
伺
い
ま
す
。ま
た
、

学
校
へ
の
冷
房
機
器
は
設
置
検
討

調
査
が
ま
と
ま
り
次
第
、速
や
か
に

整
備
を
進
め
る
考
え
を
示
し
て
い

ま
す
が
、ど
の
時
期
に
実
施
で
き
る

の
か
。ま
た
、令
和
６
年
度
内
に
可

能
な
限
り
設
置
で
き
る
学
校
が
あ

れ
ば
冷
房
設
備
を
設
置
す
る
の
か

伺
い
ま
す
。

小
中
学
校
の
暑
さ
対
策
に
つ
い
て

夏
休
み
延
長
と
冷
房
設
置
等
を
実
施

　
　
昨
年
末
に
市
教
委
が
夏
季

休
業
日
と
冬
季
休
業
日
の
合
計
日

数
を
引
き
上
げ
た
こ
と
を
受
け
、

市
校
長
会
は
6
年
度
の
夏
季
休

業
日
を
小
学
校
は
6
日
、中
学
校

は
5
日
延
長
し
、冬
季
休
業
日
は

小
学
校
が
4
日
、中
学
校
が
3
日

短
縮
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
て
い

答

条
件
が
整
う
学
校
が
あ
れ
ば
そ
こ

を
手
始
め
に
整
備
を
取
り
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
教
育
長
）

ま
す
。ま
た
、冷
房
設
備
の
基
礎
調

査
は
昨
年
12
月
に
業
務
委
託
契
約

を
締
結
し
、3
月
末
に
は
学
校
ご

と
の
設
置
機
種
や
概
算
工
事
費
等

の
結
果
が
ま
と
ま
る
予
定
で
す
の

で
今
の
時
点
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
明

示
で
き
ま
せ
ん
が
、実
施
設
計
を

必
要
と
し
な
い
な
ど
早
期
着
工
の

　
　
①
大
規
模
な
自
然
災
害
が

発
生
し
た
場
合
、社
会
イ
ン
フ
ラ

た
め
国
や
道
、消
防
や
警
察
、さ
ら

に
は
道
内
自
治
体
な
ど
と
相
互
に

連
携
体
制
を
確
保
で
き
る
よ
う
、

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

②
災
害
の
発
生
後
は
市
業
務
継

続
計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）で
職
員
の
参
集

体
制
や
業
務
遂
行
の
優
先
順
位
を

定
め
る
な
ど
市
民
生
活
の
再
建
と

都
市
機
能
の
復
旧
復
興
を
図
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

（
市
長
）

の
復
旧
を
被
災
自
治
体
の
み
で
行

う
こ
と
は
現
実
的
に
困
難
で
あ
る

①
地
震
が
起
き
た
際
の
、本
市
の
水

道
の
排
水
管
や
配
水
池
、浄
水
場
な

ど
の
設
備
と
耐
震
化
の
問
題
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

ま
た
、道
路
な
ど
の
復
旧
に
つ
い
て

の
対
応
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

②
公
的
支
援
を
受
け
る
に
は
罹
災

証
明
書
が
必
要
で
す
が
、市
職
員
が

被
災
し
て
迅
速
な
発
行
が
で
き
な

く
な
る
場
合
に
備
え
て
正
規
職
員

の
確
保
が
こ
の
た
び
の
能
登
半
島

地
震
で
も
絶
対
的
確
保
が
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
が
、本
市
と
し
て
は

ど
う
考
え
ま
す
か
。

本
市
の
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て

今
後
示
さ
れ
る
道
の
計
画
を
踏
ま
え
対
応
す
る

市
政
執
行
方
針
に
つ
い
て

7
つ
の
柱
を
軸
に
取
り
組
む

①
本
市
は
森
林
面
積
が
７４
％
を
占
め
、

海
と
山
な
ど
の
自
然
豊
か
な
環
境
に

あ
り
ま
す
。今
後
の
Ｃ
Ｏ
2
削
減
推
進
事

業
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
目
標
達
成

に
は
風
車
と
太
陽
光
開
発
だ
け
で
は
な

く
市
民
の
日
常
生
活
や
石
狩
湾
新
港

企
業
を
は
じ
め
経
済
活
動
の
全
て
を
多

角
的
な
観
点
か
ら
検
証
し
、実
践
的
な

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す

が
考
え
を
伺
い
ま
す
。②
本
年
4
月
か

ら
ス
タ
ー
ト
す
る
第
9
期
介
護
保
険

事
業
計
画
に
は
1
号
被
保
険
者
の
介

護
保
険
料
が
平
均
で
月
1
5
0
円
引

き
上
げ
る
案
が
提
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

8
期
末
の
準
備
基
金
の
規
模
や
一
人

当
た
り
の
サ
ー
ビ
ス
量
を
考
え
る
と
保

険
料
の
引
き
上
げ
は
必
要
な
い
と
考
え

ま
す
が
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
①
本
市
の
地
球
温
暖
化
対
策
推

進
計
画
で
の
Ｃ
Ｏ
2
削
減
目
標
は
産

業・家
庭・業
務・運
輸
な
ど
部
門
別

に
設
定
さ
れ
て
お
り
、市
民・事
業
者・

市
が
一
体
と
な
って
取
り
組
む
脱
炭

素
行
動
や
再
エ
ネ
の
地
産
地
活
な
ど
、

ま
ち
の
強
み
を
生
か
し
た
施
策
等
を

推
進
し
2
0
5
0
年
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。②
令
和
6

年
度
の
介
護
報
酬
改
定
と
被
保
険
者

答

数
や
介
護
認
定
者
数
の
増
加
で
9
期

計
画
中
に
係
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付

額
が
増
え
る
と
見
込
ん
で
お
り
、ま
た
、

現
在
の
保
険
料
で
は
必
要
な
給
付
費

を
賄
う
こ
と
が
で
き
て
お
ら
ず
、8
期

で
も
準
備
基
金
を
取
り
崩
し
て
運
用

し
て
い
る
状
況
で
あ
る
た
め
9
期
保

険
料
を
見
直
し
5
3
0
0
円
と
し
、

所
得
段
階
を
13
段
階
に
多
設
す
る
条

例
案
を
提
出
し
て
い
ま
す
。（
市
長
）

そ
の
他
の
質
問

●
こ
ど
も
ま
ん
な
か
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て

●
多
様
な
性
の
形
に
応
え
る

制
度
に
つ
い
て

●
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給

与
改
定
に
つ
い
て

●
男
女
と
も
に
育
児
休
業
を

保
障
す
る
こ
と
に
つ
い
て

●
能
登
半
島
地
震
で
の
被
災
地

の
現
状
と
支
援
等
に
つ
い
て

●
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
、Ａ
Ｉ
ド
リ
ル
に
つ
い
て

●
ふ
ら
っ
と
く
ら
ぶ
の
指
導
員

に
つ
い
て

答
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代表質問
2月29日

改革市民会議

上村 賢
かみ  むら 　さとし

録画映像配信 ▶

そ
の
他
の
質
問

　
　

①
新
設
す
る
子
育
て
推
進

部
は
母
子
保
健
、子
育
て
支
援
、

答

子
ど
も
の
権
利
擁
護
、発
達
支
援

な
ど
を
担
当
し
ま
す
が
、誕
生
前

か
ら
青
年
期
ま
で
の
子
ど
も
と
子

育
て
家
庭
が
安
心
し
て
生
活
で
き

る
よ
う
市
部
局
の
み
な
ら
ず
教
育

委
員
会
と
連
携
し
一
体
的
な
支

援
に
取
り
組
み
ま
す
。②
全
て
の

子
ど
も
が
経
済
状
況
や
家
庭
環

境
等
の
要
因
に
か
か
わ
ら
ず
、さ

ま
ざ
ま
な
体
験
が
で
き
る
よ
う
子

ど
も
や
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
も
確
認

し
な
が
ら
体
験
機
会
の
提
供
の
あ

り
方
を
検
討
し
ま
す
。（
市
長
）

こ
ど
も
ま
ん
な
か
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て

部
局
新
設
と
市
教
委
連
携
で
一
体
的
に
取
り
組
む

①
令
和
6
年
度
は
新
た
に
子
育
て

推
進
部
を
設
置
し
ま
し
た
が
、こ
の

部
局
に
対
し
ど
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン

と
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
伺
い
ま
す
。②
昨
今
、低
所

得
家
庭
等
で
学
校
以
外
に
習
い
事

や
旅
行
な
ど
の
活
動
機
会
が
無
い
と

い
う
子
ど
も
の
体
験
格
差
が
拡
大

し
て
お
り
、こ
の
観
点
も
し
っ
か
り

フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
く
こ
と
も
切
れ
目

の
な
い
支
援
体
制
に
つ
な
が
る
と
思

い
ま
す
が
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
　
①
現
在
、国
と
道
の
関
係
所
管

が
中
心
と
な
り
法
定
協
議
会
設
置
に

向
け
て
関
係
者
と
の
事
前
調
整
を

行
って
い
る
と
承
知
し
て
い
ま
す
。②

本
市
で
も
計
画
を
改
定
し
削
減
目
標

を
北
海
道
と
同
率
の
48
％
に
設
定
す

る
予
定
で
、環
境
省
の
脱
炭
素
先
行

地
域
プ
ロ
ジェク
ト
を
は
じ
め
と
す
る

答

ま
ち
の
強
み
を
生
か
し
た
先
進
的
な

施
策
や
市
民
の
自
主
的
な
脱
炭
素
行

動
へ
の
普
及
啓
発
に
加
え
、公
共
施

設
の
運
営
や
職
員
行
動
な
ど
市
の
行

政
事
務
等
に
つ
い
て
も
率
先
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。③
官
民
デ
ー
タ

の
利
活
用
の
重
要
性
は
市
職
員
全
体

が
認
識
す
べ
き
事
柄
の
一
つ
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
、本
市
で
は
石
狩
市

を
含
む
さ
っ
ぽ
ろ
連
携
中
枢
都
市
圏

や
北
海
道
Ｓｏｃ
ｉｅ
ｔｙ
5
・
0
推

進
計
画
を
策
定
し
官
民
連
携
に
よ
る

デ
ー
タ
の
利
活
用
を
進
め
る
道
な
ど
、

広
域
の
デ
ー
タ
収
集
と
整
備
を
行
う

組
織
団
体
と
歩
調
を
合
わ
せ
、ビッ
グ

デ
ー
タ
と
し
て
活
用
で
き
る
具
体
的

な
施
策
に
つ
い
て
分
析
検
討
を
進
め

て
い
き
ま
す
。（
市
長
）

脱
炭
素
社
会
の
実
現
と
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
つ
い
て

削
減
目
標
へ
の
施
策
遂
行
と
官
民
デ
ー
タ
を
活
用

①
現
在
、石
狩
市
沖
の
一
般
海
域
は
有
望

な
区
域
に
整
理
さ
れ
て
い
ま
す
が
、次
の

ス
テ
ッ
プ
で
あ
る
促
進
区
域
の
指
定
に
向

け
た
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。②
北
海
道
は
2
0
3
0
年
度
で
の
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
48
％
削
減
を
目

指
し
て
い
ま
す
が
、目
標
に
向
け
た
本
市

の
取
り
組
み
を
伺
い
ま
す
。③
デ
ジ
タ
ル

社
会
に
お
い
て
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
創

出
し
市
民
生
活
の
向
上
や
課
題
解
決
に

つ
な
げ
る
た
め
に
、市
が
所
有
す
る
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
の
有
効
活
用
を
官
民
連
携
で

積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
重
要
性
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

　
食
材
価
格
高
騰
へ
の
対
応
と
し

て
新
年
度
は
国
の
交
付
金
を
活
用

し
給
食
費
を
据
え
置
く
こ
と
で
保

護
者
負
担
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
が
、今
後
も
物
価
上
昇
が
続

く
と
言
わ
れ
て
い
る
中
で
市
は
今

後
の
給
食
費
の
保
護
者
負
担
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

伺
い
ま
す
。

今
後
の
学
校
給
食
費
の
保
護
者
負
担
に
つ
い
て

適
正
な
水
準
額
の
負
担
を
基
本
的
考
え
と
す
る

　
　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営

委
員
会
の
答
申
で
は
食
材
費
の

上
昇
に
対
応
す
る
に
は
給
食
費
は

現
行
よ
り
も
約
13
％
高
い
水
準

と
す
る
こ
と
が
妥
当
と
し
た
上
で

国
の
交
付
金
活
用
等
や
保
護
者

の
経
済
的
負
担
へ
の
考
慮
も
言
及

さ
れ
て
お
り
、今
後
も
適
正
な
水

準
額
の
負
担
を
基
本
的
な
考
え

と
し
つ
つ
経
済
状
況
や
国
の
動
向

を
注
視
し
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で

必
要
な
情
報
を
保
護
者
に
提
供

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
教
育
長
）

答

▲石狩市学校給食センター

●
地
域
の
魅
力
向
上
と
選
ば
れ
る

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

●
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
つ
い
て

●
多
様
な
人
材
に
よ
る
持
続
可
能
な

地
域
社
会
の
構
築
に
つ
い
て

●
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
強
じ
ん
化
に
つ
い
て

●
新
し
い
社
会
で
生
き
る
力
の
育

成
に
つ
い
て

●
学
び
を
つ
な
ぐ
学
校
づ
く
り
に
つ
い
て
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一般質問

金谷 聡

3月1日

かな　や 　 さとし

改革市民会議

録画映像配信 ▶

教
育
長
の
考
え
を
市
民
周
知
す
る
方
法
に
つ
い
て

次
年
の
広
報
い
し
か
り
掲
載
に
向
け
取
り
進
め
る

　
　
当
方
針
は
市
Ｈ
Ｐ
で
周
知
し

て
き
ま
し
た
が
、ご
指
摘
を
踏
ま
え

広
報
い
し
か
り
へ
の
掲
載
を
考
え

て
お
り
、時
期
は
本
年
の
編
集
作

業
が
す
で
に
完
了
し
て
い
る
こ
と
か

ら
来
年
4
月
号
に
市
政
執
行
方
針

と
と
も
に
掲
載
で
き
る
よ
う
調
整

し
て
い
き
ま
す
。（
生
涯
学
習
部
）

●
親
子
で
受
診
で
き
る
医
療

機
関
に
つ
い
て

●
文
化
ホ
ー
ル
建
設
の
検
討

状
況
に
つ
い
て

答

そ
の
他
の
質
問

子
ど
も
食
堂
へ
の
さ
ら
な
る
支
援
に
つ
い
て

運
営
団
体
の
状
況
や
実
績
等
を
踏
ま
え
検
討

　
　
①
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

推
進
事
業
の
交
付
金
は
、食
事
支

援
を
実
施
す
る
場
合
、上
限
額
は

年
額
20
万
円
で
す
が
、運
営
団
体

の
状
況
や
実
績
等
を
伺
い
必
要
な

支
援
を
検
討
し
た
い
と
思
い
ま

す
。②
多
用
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て

新
た
に
居
場
所
づ
く
り
を
始
め

た
い
団
体
を
多
面
的
に
サ
ポ
ー
ト

す
る
仕
組
み
は
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
今
後
、他
市
の
状
況

等
も
調
査
し
研
究
し
て
い
き
ま

す
。③
子
ど
も
食
堂
に
は
企
業
や

個
人
か
ら
も
食
材
の
提
供
を
い
た

だ
い
て
い
る
た
め
一
つ
の
事
業
者

に
対
し
助
成
や
支
援
を
行
う
考
え

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、安
定
的
な
運

営
継
続
に
向
け
事
業
者
と
の
連
携

と
協
力
体
制
を
構
築
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。（
保
健
福
祉
部
）

①
市
に
は
子
ど
も
食
堂
に
対
す
る

助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
が
、開
設
回

数
を
増
や
し
て
取
り
組
も
う
と
す

る
と
年
間
上
限
額
に
達
し
て
し
ま

い
資
金
繰
り
が
苦
し
く
な
る
と
の

声
が
聞
か
れ
る
た
め
、上
限
額
の
引

き
上
げ
を
検
討
す
る
考
え
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。②
子
ど
も
食
堂
の
新
規

開
設
に
必
要
と
な
る
調
理
器
具
の

買
い
そ
ろ
え
な
ど
初
期
投
資
に
係

る
助
成
金
の
拡
充
に
つ
い
て
市
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。③
寄
付
さ
れ
た
食

材
を
子
ど
も
食
堂
に
提
供
す
る

フ
ー
ド
バ
ン
ク
が
市
内
に
1
団
体

あ
り
ま
す
が
、自
宅
敷
地
内
に
冷
蔵

庫
を
自
前
で
準
備
し
て
活
動
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、フ
ー
ド
バ
ン
ク

へ
の
助
成
金
の
創
設
や
食
材
保
管
場

所
の
提
供
、支
援
人
員
の
派
遣
を
行

う
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
教
育
行
政
執
行
方
針
は
新
年
度

の
主
要
施
策
等
を
示
し
た
重
要
な

文
書
で
あ
り
、市
民
に
も
っ
と
関
心

を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
可
能

と
な
る
よ
う
広
報
い
し
か
り
へ
の

掲
載
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
ま
す

が
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答

津
波
な
ど
の
災
害
に
対
す
る
備
え
に
つ
い
て

　
　
①
39
あ
る
指
定
避
難
所
の
う

ち
津
波
浸
水
想
定
区
域
に
あ
る
3

答

カ
所
は
対
象
自
治
会
等
に
避
難
経

路
の
確
認
な
ど
注
意
喚
起
に
努
め
、

新
港
地
区
や
本
町
地
区
な
ど
沿
岸

に
近
い
3
カ
所
は
津
波
避
難
場
所

の
指
定
の
ほ
か
、過
去
に
は
石
狩
小

学
校
で
市
営
本
町
団
地
屋
上
へ
の

避
難
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
全
戸
配

布
し
、市
Ｈ
Ｐ
や
Ｗｅ
ｂ
Ｇ
Ｉ
Ｓ
で

常
時
公
開
す
る
な
ど
市
民
に
防
災

意
識
高
揚
を
図
って
お
り
、沿
岸
部

に
は
防
災
行
政
無
線
の
設
置
と
津

波
注
意
報
発
令
時
の
Ｊ
ア
ラ
ー
ト

避
難
場
所
と
経
路
確
認
や
訓
練
参
加
等
が
重
要

瞬
時
放
送
体
制
を
整
備
し
て
い
ま

す
。②
避
難
所
の
寒
さ
対
策
は
石

油
ス
ト
ー
ブ
や
毛
布
の
ほ
か
体
育

館
等
の
大
規
模
避
難
所
に
は
赤
外

線
ヒ
ー
タ
ー
の
配
備
と
段
ボ
ー
ル

ベッ
ド
は
合
計
で
1
2
0
台
備
蓄

し
、災
害
発
生
時
に
は
応
援
協
定

に
基
づ
き
2
社
の
企
業
か
ら
の
提

供
を
受
け
て
必
要
数
を
確
保
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。（
市
長
）

①
石
狩
湾
沖
で
地
震
が
発
生
し
津

波
が
押
し
寄
せ
た
場
合
を
想
定
し
、

浸
水
に
配
慮
し
た
避
難
所
の
整
備

状
況
と
避
難
訓
練
の
実
施
の
有
無

な
ど
津
波
に
対
す
る
本
市
の
備
え
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。②
冬
期
の
災
害

時
は
避
難
所
も
底
冷
え
し
て
お
り
、

今
回
の
能
登
半
島
地
震
で
も
床
に

寝
る
よ
り
段
ボ
ー
ル
ベッ
ド
の
使
用

が
有
効
だ
っ
た
と
報
道
さ
れ
て
い
ま

す
が
、本
市
で
は
ど
の
よ
う
な
寒
さ

対
策
を
講
じ
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

▲地区防災ガイド（ハザードマップ）
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一般質問
3月1日

石政会

鈴木 圭一
すず　き 　  けい  いち

録画映像配信 ▶

市
外
に
通
う
高
校
生
の
交
通
費
助
成
に
つ
い
て

生
活
実
態
等
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
慎
重
に
検
討

　
　
現
在
、市
で
は
子
ど
も・子
育

て
家
庭
の
生
活
実
態
等
調
査
を

行
って
お
り
、結
果
を
施
策
の
検
討

に
活
用
す
る
予
定
と
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、通
学
費
の
助
成
は
政
策

効
果
や
持
続
可
能
性
を
踏
ま
え
慎

重
に
判
断
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。（
副
市
長
）

●
移
住
支
援
に
つ
い
て

●
経
済
の
発
展
と
雇
用
問
題
に
つ
い
て

●
市
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
対
応
と
市

職
員
の
意
識
改
革
に
つ
い
て

●
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て

答

そ
の
他
の
質
問

本
市
の
地
域
医
療
の
課
題
に
つ
い
て

実
情
に
即
し
た
医
療
提
供
体
制
を
検
討

　
　
①
新
た
な
診
療
方
針
は
当

初
の
案
を
見
直
し
、外
来
は
午
前

9
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
の
平
日

診
療
に
加
え
て
土
日
・
祝
日
・
年

末
年
始
の
同
じ
時
間
帯
に
も
医
師

を
配
置
し
て
1
年
3
6
5
日
を

通
じ
日
中
は
受
診
可
能
な
体
制

と
し
、診
療
時
間
外
の
対
応
は
救

急
安
心
セ
ン
タ
ー
さ
っ
ぽ
ろ（
♯

7
1
1
9
）等
の
活
用
と
通
院
困

難
者
へ
の
訪
問
看
護
を
強
化
し
ま

す
。（
浜
益
支
所
長
）②
市
は
当
該

診
療
所
が
入
居
し
て
い
た
建
物
所

有
者
か
ら
の
情
報
収
集
や
医
療
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
への
情
報
提

供
に
努
め
問
い
合
わ
せ
も
い
た
だ

い
て
い
ま
す
が
、現
時
点
で
は
新
規

開
院
の
め
ど
は
立
って
お
ら
ず
、早

期
開
業
に
結
び
付
く
に
は
時
間
を

要
す
る
こ
と
を
ご
理
解
願
い
た
い

と
思
い
ま
す
。（
保
健
福
祉
部
）

①
浜
益
国
保
診
療
所
の
病
床
と
夜

間
診
療
を
廃
止
す
る
の
で
あ
れ
ば

そ
の
後
の
対
策
と
住
民
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
環
境
の
確
保
が
不
可

欠
と
考
え
ま
す
が
、市
の
見
解
を
伺

い
ま
す
。②
昨
年
の
皮
膚
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
閉
院
以
降
、市
内
に
は
皮
膚

科
が
無
い
た
め
市
民
か
ら
皮
膚
科

誘
致
の
要
望
が
多
数
上
が
っ
て
い
ま

す
が
市
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
子
育
て
世
帯
が
石
狩
市
に
定
住

を
考
え
る
と
き
市
外
の
高
校
へ
の

通
学
費
が
負
担
に
な
る
た
め
本
市

が
選
択
肢
か
ら
外
れ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、市

と
し
て
交
通
費
の
助
成
を
検
討
で

き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

答

災
害
時
の
市
職
員
の
初
動
対
応
に
つ
い
て

答　　
①
市
内
で
震
度
5
弱
以
上

の
発
生
時
に
は
災
害
対
策
本
部
と

厚
田・浜
益
区
に
は
現
地
対
策
本

部
を
立
ち
上
げ
、職
員
の
参
集
は

基
準
を
定
め
震
度
6
以
上
の
場
合

は
全
職
員
が
市
役
所
本
庁
舎
等
に

参
集
し
初
動
対
応
を
開
始
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。②
備
蓄
状
況

は
他
地
域
に
先
行
し
発
電
機
等
は

ほ
ぼ
充
足
し
て
お
り
、今
後
は
食

料
も
目
標
数
量
に
向
け
ス
ピ
ー
ド

震
度
基
準
で
参
集
し
応
急
対
策
を
開
始
す
る

感
を
持
っ
て
対
応
し
ま
す
。ま
た
、

孤
立
地
域
と
な
っ
た
場
合
は
自
衛

隊
な
ど
か
ら
の
支
援
を
想
定
し
て

い
る
ほ
か
応
急
生
活
物
資
等
の
海

上
輸
送
は
石
狩
湾
漁
業
協
同
組

合
と
協
定
を
締
結
し
て
お
り
海
か

ら
の
ア
ク
セ
ス
も
確
保
し
て
い
ま

す
。（
総
務
部
）③
水
道
管
は
更
新

計
画
に
基
づ
き
整
備
を
順
次
進
め

て
お
り
令
和
4
年
度
末
の
基
幹
管

路
の
耐
震
化
率
は
61
･
6
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、災
害
時
の

断
水
に
は
復
旧
ま
で
市
所
有
の
給

水
車
や
仮
設
タ
ン
ク
の
設
置
で
応

急
給
水
を
行
い
ま
す
が
、断
水
が

中
長
期
で
広
域
に
及
ぶ
場
合
は
日

本
水
道
協
会
を
通
じ
て
必
要
な
規

模
の
応
援
を
要
請
し
早
期
給
水
を

確
保
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

（
建
設
水
道
部
）

①
地
震
な
ど
災
害
が
発
生
し
た
際

の
初
動
対
応
と
市
職
員
の
招
集
体

制
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。②
浜
益
・

厚
田
へ
の
国
道
は
1
つ
し
か
な
く
災

害
規
模
に
よ
っ
て
は
孤
立
地
区
に
な

る
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
す
が
、備
蓄

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。ま

た
、孤
立
化
し
た
場
合
、陸
路
だ
け

で
は
な
く
海
路
の
使
用
も
含
め
て

対
策
を
行
う
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、

市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。③
本
市
の

現
在
の
水
道
管
の
耐
震
化
率
と
、今

後
の
対
策
を
伺
い
ま
す
。ま
た
、災

害
時
の
断
水
で
水
の
供
給
が
で
き

な
く
な
っ
た
場
合
は
ど
の
よ
う
に
水

を
確
保
し
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

▲市所有の給水車
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一般質問
3月1日

公明党

山本 由美子
やま  もと　　 ゆ　  み　  こ

録画映像配信 ▶

本
市
の
集
団
資
源
回
収
に
つ
い
て

重
要
な
リ
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
の一つ

花
川
小
の
体
育
館
屋
根
の
雨
音
対
策
に
つ
い
て

学
校
か
ら
要
望
が
あ
る
　
　
　
　
　
　

老
朽
化
施
設
を
優
先
対
応

そ
の
他
の
質
問

●
児
童
生
徒
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に

配
慮
し
た
健
康
診
断
に
つ
い
て

①
市
販
薬
を
過
剰
摂
取
す
る
オ
ー

バ
ー
ド
ー
ズ
が
若
者
を
中
心
に
急

激
に
増
加
し
社
会
問
題
化
し
て
い

ま
す
が
、市
内
で
オ
ー
バ
ー
ド
ー
ズ

が
原
因
と
疑
わ
れ
る
救
急
搬
送
は

何
件
あ
る
か
伺
い
ま
す
。

②
一
部
の
市
販
薬
は
依
存
性
が
高

く
、乱
用
す
れ
ば
命
に
関
わ
る
危
険

性
も
あ
る
こ
と
か
ら
薬
剤
師
等
と

連
携
し
、児
童
生
徒
や
保
護
者
に
向

け
た
指
導
と
啓
発
を
行
う
こ
と
が

早
急
に
必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、考

え
を
伺
い
ま
す
。

オ
ー
バ
ー
ド
ー
ズ
対
策
に
つ
い
て

悩
み
に
寄
り
添
っ
た
支
援
に
努
め
る

　
　
①
石
狩
消
防
署
へ
確
認
し
た

と
こ
ろ
過
去
3
年
の
件
数
は
令
和

3
年
が
11
件
、4
年
が
5
件
、5
年

が
11
件
と
な
って
い
ま
す
。

②
オ
ー
バ
ー
ド
ー
ズ
に
は
そ
の
行

答

発
を
行
って
い
ま
す
が
、今
後
も
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
が
児

童
生
徒
の
つ
ら
い
気
持
ち
に
寄
り

添
っ
た
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。（
生
涯
学
習
部
）

為
の
理
解
と
対
応
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、教
職
員
は
子
ど
も
た
ち
の

一
人
一
人
の
悩
み
や
不
安
の
早
期

発
見
に
努
め
、困
っ
た
と
き
の
Ｓ
Ｏ

Ｓ
の
出
し
方
を
教
育
す
る
な
ど
啓

　
　
学
校
の
体
育
館
は
必
要
と

さ
れ
る
機
能
が
校
舎
棟
と
は
異
な

り
、学
校
環
境
衛
生
管
理
基
準
の

騒
音
調
査
で
も
対
象
か
ら
除
外
さ

れ
て
い
ま
す
が
、ご
指
摘
の
屋
根

音
対
策
は
毎
年
各
校
か
ら
提
出

さ
れ
る
教
育
予
算
要
望
の
項
目
に

は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

市
教
委
で
は
学
校
か
ら
要
望
が
あ

る
施
設
の
老
朽
化
へ
の
対
応
を
優

先
し
て
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。（
生
涯
学
習
部
）

答 　
花
川
小
学
校
は
平
成
11
年
に
体

育
館
の
屋
根
を
全
面
修
理
し
て
い

ま
す
が
、雨
天
の
発
表
会
で
は
屋
根

に
打
ち
つ
け
ら
れ
た
雨
音
で
児
童

の
声
が
か
き
消
さ
れ
て
し
ま
い
台

な
し
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、先
日
の

選
挙
集
会
で
は
雨
で
演
説
の
声
が

聞
こ
え
ず
急
き
ょ
児
童
た
ち
を
教

室
に
戻
ら
せ
全
校
放
送
で
演
説
を

行
っ
て
お
り
、こ
う
し
た
対
面
集
会

等
は
児
童
の
成
長
に
大
切
な
教
育

機
会
で
あ
る
こ
と
か
ら
言
葉
を
伝

え
合
う
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
進
め
る
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、

市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
市
は
資
源
の
再
利
用
と
再
資
源

化
を
推
進
す
る
た
め
集
団
回
収
を

行
っ
た
団
体
に
対
し
量
に
応
じ
た

奨
励
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
が
、最

近
で
は
民
間
企
業
に
よ
る
回
収
拠

点
の
設
置
な
ど
で
団
体
が
担
う
量

は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。し
か
し

こ
の
奨
励
金
は
町
内
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
大
切
な
活
動
資
金
に
な
っ
て
お

り
札
幌
市
は
令
和
5
年
か
ら
1
㎏

当
た
り
4
円
に
増
額
し
て
い
ま
す

が
、町
内
会
等
へ
の
支
援
と
い
う
観

点
を
含
め
本
市
で
も
増
額
す
る
考

え
は
な
い
か
伺
い
ま
す
。

　
　
集
団
資
源
回
収
は
5
年
前

と
の
比
較
で
量
が
約
28
％
減
少
し

団
体
数
も
9
つ
減
って
い
ま
す
。紙

媒
体
が
減
少
し
、民
間
企
業
が
回

収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
い
る
こ
と

な
ど
が
影
響
し
て
い
る
も
の
と
推

測
さ
れ
、こ
の
よ
う
に
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
化
が
進
む
こ
と
は
ご
み
の
排
出

抑
制
に
、回
収
方
法
の
多
様
化
は

市
民
の
利
便
性
の
向
上
に
つ
な
が

り
、市
と
し
て
は
こ
の
傾
向
を
前

向
き
に
捉
え
て
い
ま
す
。奨
励
金
に

答

つ
い
て
は
4
年
度
に
登
録
団
体
に

対
し
て
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
約

9
割
が
現
在
の
金
額
で
妥
当
で
あ

る
と
の
回
答
を
得
て
お
り
、増
額

は
現
時
点
で
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
今
も
な
お
市

が
行
う
資
源
回
収
で
最
も
多
く
の

量
を
収
集
す
る
重
要
な
リ
サ
イ
ク

ル
ル
ー
ト
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
も
事
業
を
継
続
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
市
長
）
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浜
益
区
の
今
後
の
医
療
に
つ
い
て

持
続
可
能
な
体
制
の
構
築
に
努
め
る

は
ま
ま
す
ふ
く
し
の
里
の
人
材
確
保
に
つ
い
て

さ
ら
な
る
方
策
と
　
　
　
　
　
　

多
角
的
な
検
討
が
必
要

答

そ
の
他
の
質
問

●
こ
ど
も
ま
ん
な
か
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て

　
　
委
託
先
の
社
会
福
祉
協
議

会
が
職
員
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す

が
現
時
点
で
は
応
募
が
な
く
、人

材
派
遣
事
業
者
へ
の
問
い
合
わ
せ

も
遠
距
離
と
い
う
地
域
柄
に
よ
り

非
常
に
難
し
い
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
外
国
人
技
能
実
習
生
の

①
浜
益
国
保
診
療
所
の
新
方
針
に

つ
い
て
は
昨
年
の
第
3
回
定
例
会

で
も
質
問
し
ま
し
た
。そ
の
後
、体

制
縮
小
案
に
対
し
住
民
は
過
去
最

多
と
な
る
2
0
3
件
の
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
や
6
3
5
筆
の
署
名

を
連
ね
た
陳
情
書
を
提
出
す
る
な

ど
あ
ら
ゆ
る
方
法
を
用
い
て
切
実

な
思
い
を
強
く
表
明
し
て
き
ま
し

た
。住
民
説
明
会
の
中
で
市
担
当

者
か
ら「
住
民
の
意
見
に
よ
っ
て
は

計
画
の
変
更
は
あ
り
得
る
」と
の
説

明
も
あ
り
ま
し
た
。市
は
住
民
自

治
の
視
点
に
し
っ
か
り
立
っ
て
今
回

の
計
画
を
変
更
す
べ
き
と
考
え
ま

す
が
見
解
を
伺
い
ま
す
。

②
医
師
の
働
き
方
を
改
善
す
る
に

は
、診
療
体
制
の
縮
小
以
外
に
方

法
は
本
当
に
な
い
の
か
、そ
の
検
討

は
ど
う
進
め
ら
れ
て
き
た
の
か
、12

月
26
日
に
社
会
福
祉
審
議
会
が
行

わ
れ
て
お
り
、そ
の
経
過
も
含
ま
れ

て
く
る
と
思
う
が
、そ
れ
ぞ
れ
伺
い

ま
す
。

③
令
和
4
年
に
歯
科
が
閉
鎖
と

な
っ
た
浜
益
区
で
は
、今
回
の
縮
小

案
の
提
示
に
よ
り
医
療
の
問
題
が

続
い
て
い
る
状
況
に
置
か
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
多
く
の
住
民
が
将
来

に
不
安
を
感
じ
て
い
ま
す
。夜
間
に

他
の
医
療
機
関
ま
で
行
く
の
に
1

時
間
半
も
車
を
走
ら
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
地
理
的
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ

プ
を
認
識
し
住
民
の
負
担
を
補
っ

て
い
く
た
め
に
も
今
後
、医
療
や
介

護
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
ど
の
よ
う
に
考
え
、

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

　
市
の
高
齢
者
施
設
で
あ
る
は
ま

ま
す
ふ
く
し
の
里
は
利
用
者
の
み

な
ら
ず
雇
用
の
場
と
し
て
も
無
く

て
は
な
ら
な
い
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
が
、退
職
者
が
数
名

出
た
こ
と
で
職
員
の
補
充
が
課
題

と
な
っ
て
お
り
、市
は
施
設
維
持
の

た
め
に
人
材
確
保
の
手
だ
て
を
強

力
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
す
が
見
解
を
伺
い
ま
す
。

受
け
入
れ
や
介
護
人
材
確
保
の

支
援
等
を
お
こ
な
っ
て
き
ま
し
た

が
、今
後
も
地
域
の
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
持
続
可
能
な
も
の
と
す
る
た

め
に
、さ
ら
な
る
方
策
を
多
角
的

に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。（
保
健
福
祉
部
）

一般質問
3月1日

日本共産党

蜂谷 高海
はち　や 　　たか　うみ

録画映像配信 ▶

　
　
①
新
た
な
診
療
方
針
は
病

床
使
用
率
が
2
％
で
あ
る
こ
と
や

医
師
の
働
き
方
改
革
関
連
法
の

適
用
等
を
踏
ま
え
本
診
療
所
の

運
営
の
あ
り
方
を
見
直
す
も
の
で
、

通
院
が
難
し
く
な
って
い
る
方
へ々

医
師
の
指
示
に
基
づ
く
訪
問
看
護

を
強
化
す
る
な
ど
今
後
も
高
齢

者
の
多
い
浜
益
区
の
実
態
に
即
し

た
体
制
を
構
築
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。（
浜
益
支
所
長
）

②
③
同
区
に
永
続
的
な
医
療
を

提
供
す
る
た
め
に
は
本
診
療
所
の

体
制
は
も
ち
ろ
ん
、そ
の
質
や
量

に
つ
い
て
住
民
自
治
の
観
点
に
立

ち
地
域
の
方
々
と
と
も
に
考
え
る

の
は
当
然
で
あ
り
、ま
た
、こ
の
大

き
な
課
題
を
区
民
に
理
解
し
て
い

た
だ
き
、市
も
し
っ
か
り
と
説
明
し

て
進
ま
な
け
れ
ば
地
域
を
守
る
こ

と
に
は
つ
な
が
ら
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。ま
た
、社
会
福
祉
審
議
会

に
お
い
て
は
、丁
寧
に
審
議
を
い
た

だ
い
て
い
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

少
子
高
齢
化
が
進
み
労
働
力
層

が
減
少
す
る
人
口
オ
ー
ナ
ス
の
時

代
を
迎
え
て
い
ま
す
。加
え
て
条

件
不
利
地
域
に
あ
っ
て
は
医
療
や

介
護
な
ど
の
分
野
で
サ
ー
ビ
ス
の

確
保
が
す
で
に
難
し
い
と
い
う
状

態
が
明
白
と
な
る
中
で
も
自
治
体

に
は
未
来
を
見
越
し
た
行
政
運
営

が
求
め
ら
れ
て
お
り
、引
き
続
き

社
会
情
勢
の
変
化
を
的
確
に
捉

え
、施
策
の
推
進
を
図
って
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。（
副
市
長
）▲はまますふくしの里

答
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一般質問
3月1日

無所属
（「やさしい社会」をつくる市民の会）

神代 知花子
くま  しろ　  ち    か　 　こ

録画映像配信 ▶

困
難
な
問
題
を
抱
え
る

　
　
女
性
への
支
援
に
つ
い
て

引
き
続
き
相
談
者
に
寄
り
添
っ
た
　
　
　

対
応
に
努
め
る

本
市
の
障
が
い
福
祉
事
業
に
つ
い
て

関
係
機
関
と
連
携
し
支
援
に
取
り
組
む

　
　
①
障
が
い
児
サ
ー
ビ
ス
に
係

る
事
業
費
は
、令
和
2
年
度
か
ら

3
年
間
の
推
移
で
は
通
所
系
の
児

童
発
達
支
援
や
放
課
後
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
伸
び
て
い
る
こ

と
に
伴
い
、毎
年
約
1
億
円
の
増
と

な
って
い
ま
す
。②
市
は
平
成
29
年

に
障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
解

消
の
推
進
に
関
す
る
市
職
員
対
応

要
領
を
定
め
毎
年
1
回
全
職
員
に

再
確
認
を
周
知
し
て
い
る
ほ
か
、市

職
員
に
係
る
障
が
い
者
活
躍
推
進

計
画
を
策
定
し
共
に
働
き
や
す
い

職
場
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。ま
た
、地
方
公
共
団
体
の
障
が

い
者
法
定
雇
用
率
は
2・6
％
と
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
本
市
で
は
4
・

2
％
で
、会
計
年
度
任
用
職
員
は

障
が
い
の
有
無
に
関
係
な
く
ど
な

た
で
も
応
募
で
き
ま
す
が
今
後
は

募
集
条
件
に
障
が
い
者
の
明
示
を

検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。③
障
が

い
者
の
親
亡
き
後
の
生
活
を
地
域

で
支
え
る
拠
点
事
業
は
本
市
で
は

未
整
備
の
た
め
現
在
、地
域
自
立

支
援
協
議
会
で
議
論
し
て
お
り
、

家
族
の
課
題
に
は
市
内
5
カ
所
の

相
談
支
援
事
業
所
等
が
重
要
な
役

割
を
担
って
い
ま
す
。ま
た
、全
て
の

子
ど
も
が
障
が
い
や
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
、貧
困
等
の
理
由
に
よ
り
学
び

や
体
験
に
制
約
を
受
け
な
い
よ
う

に
す
る
に
は
周
囲
の
大
人
が
困
り

事
に
気
づ
き
必
要
な
支
援
に
つ
な

げ
て
い
く
必
要
が
あ
り
、具
体
的
な

取
り
組
み
は
第
2
期
市
子
ど
も
ビ

ジ
ョ
ン
で
検
討
し
て
い
き
ま
す
。④

配
慮
が
必
要
な
方
に
は
平
時
で
の

該
当
者
名
簿
作
成
と
関
係
者
の
情

報
共
有
に
よ
る
災
害
時
支
援
や
避

難
所
で
の
福
祉
ス
ペ
ー
ス
の
優
先
割

り
当
て
の
ほ
か
、指
定
避
難
所
で
の

生
活
が
困
難
な
方
に
は
福
祉
避
難

所
や
福
祉
収
容
避
難
施
設
に
移
っ

て
い
た
だ
く
段
階
的
な
対
応
を
想

定
し
、意
思
疎
通
に
は
指
差
し
で
伝

達
で
き
る
コ
ミュニ
ケ
ー
ション
ボ
ー

ド
の
活
用
検
討
と
避
難
所
を
運
営

さ
れ
る
町
内
会
等
の
皆
さ
ま
に
も

配
慮
対
応
へ
の
理
解
促
進
に
努
め

て
い
き
ま
す
。（
副
市
長
）

答 ①
障
が
い
児
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
費

が
年
々
増
え
て
い
ま
す
が
、そ
の
要

因
と
推
移
を
伺
い
ま
す
。②
市
職
員

の
障
が
い
者
理
解
と
行
政
活
動
に

障
が
い
者
が
参
画
し
や
す
い
環
境

整
備
は
進
ん
で
い
ま
す
か
。ま
た
、

障
が
い
者
雇
用
の
状
況
も
伺
い
ま

す
。③
親
亡
き
後
の
障
が
い
者
の
暮

ら
し
や
支
え
る
家
族
の
課
題
を
市

は
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
ま
す
か
。

ま
た
、子
ど
も
が
本
来
持
っ
て
い
る

権
利
を
享
受
で
き
な
い
障
が
い
児

や
家
族
の
障
が
い
等
を
支
え
る
子

ど
も
の
問
題
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
ま
す
か
。④
避
難
所
運
営
で
配

慮
が
必
要
な
人
へ
の
対
応
と
意
思

疎
通
や
理
解
促
進
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　 

　
障
が
い
者
の
ニ
ー
ズ
に

対
し
新
た
に
サ
ー
ビ
ス
拡
大
を
図

る
事
業
者
も
お
り
、市
の
施
策
と
合

致
す
る
と
考
え
ま
す
。協
働
事
業
や

助
成
は
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　
　
　
　
新
規
展
開
事
業
者
への

助
成
は
今
後
、協
働
が
可
能
な
部

分
が
あっ
た
場
合
に
必
要
に
応
じ
て

事
業
者
と
協
議
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。（
副
市
長
）

再
答
弁

再
質
問

①「
困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
へ

の
支
援
に
関
す
る
法
律
」の
4
月
施

行
に
伴
い
道
が
策
定
中
の
基
本
計

画
で
は
道
と
市
町
村
、民
間
団
体
な

ど
が
連
携
し
て
包
括
的
で
切
れ
目

な
い
支
援
体
制
を
整
備
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
が
、専
門
的
な
女
性

相
談
員
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
配
置

に
つ
い
て
考
え
を
伺
い
ま
す
。

②
石
狩
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委

員
会
で
継
続
的
に
審
議
さ
れ
て
き

た
女
性
や
性
の
多
様
性
に
配
慮
し

た
避
難
所
運
営
は
ど
の
よ
う
に
取

り
ま
と
め
ら
れ
、市
は
そ
れ
を
活
用

し
て
い
く
考
え
か
伺
い
ま
す
。

　
　
①
専
門
的
な
女
性
相
談
員

等
の
配
置
は
こ
れ
ま
で
の
相
談
実

績
が
年
間
約
30
件
程
度
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
現
時
点
で
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
が
、今
後
相
談
数
が

増
え
既
存
の
体
制
で
は
受
け
入
れ

が
難
し
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
ら

配
置
を
検
討
し
ま
す
。

②
2
月
に
決
定
し
た
男
女
共
同

参
画
の
視
点
か
ら
の
避
難
所
運
営

答

の
取
り
組
み
は
市
長
以
下
部
長
職

で
構
成
す
る
当
該
行
政
推
進
会

議
で
確
認
後
、避
難
所
運
営
マ
ニュ

ア
ルへ
反
映
し
、そ
れ
を
活
用
し
た

訓
練
を
実
施
す
る
な
ど
町
内
会

等
への
周
知
を
図
って
い
き
ま
す
。

（
環
境
市
民
部
）



13

令和5年度 行政視察受入状況（令和5年4月1日～令和6年3月31日）
　令和5年度に行政視察で石狩市を訪れたのは39議会301人でした。昨年度に引き続き、感染対策等を講じて
行政視察が行われました。

令和5年 7月  5日
　　　  7月11日
        7月12日
        7月13日
        7月14日
       7月19日
       7月25日
       7月26日

       8月  1日
       8月  2日
       8月  4日
       8月  8日

       8月  9日
      8月21日
      8月23日
      8月28日
      10月  2日
      10月  3日
     10月13日
     10月18日
     10月24日
     10月25日

     10月26日

     10月30日
     10月31日

       11月  7日

        11月14日
        11月17日
        11月24日
令和6年 1月16日
        1月18日
        1月22日
        1月30日

視察日 視察者 人数 調査事項
当麻町
長野県須坂市
新潟県新潟市
千葉県市川市
東京都品川区
神奈川県川崎市
千葉県銚子市
広島県呉市
神奈川県横浜市
兵庫県洲本市
岡山県
三重県鈴鹿市
群馬県藤岡市
福岡県大野城市
茨城県結城市
福島県喜多方市
山梨県甲府市
東京都江戸川区
秋田県能代市
三重県津市
東京都府中市
福岡県須恵町
石川県小松市
新潟県村上市
東京都昭島市
広島県広島市
高知県室戸市
千葉県船橋市
栃木県小山市
兵庫県
長野県飯田市
長崎県
新潟県見附市
美瑛町
苫小牧市
茨城県日立市
群馬県桐生市
釧路市
山梨県甲州市

ゼロカーボンの取り組み
ゼロカーボンシティの達成に向けた取り組み、脱炭素先行地域
サイクルツーリズムの取り組み
ゼロカーボン事業
ふれあいの杜子ども館／石狩市民図書館ビジョンとその取り組み
自転車活用推進計画の概要、サイクルツーリズムの推進
再生可能エネルギーに関する取り組み
マイクログリットシステムによる再エネの地産地活の取り組み
石狩市水道施設更新計画
道の駅石狩「あいろーど厚田」
農業に係る担い手確保対策
道の駅石狩「あいろーど厚田」
こども未来館あいぽーと
議会ICTの取り組み
議会改革
ゼロカーボンシティの実現に向けた取り組み
サイクルツーリズム
地域活性化に関する包括連携協定
防災対策
洋上風力発電事業
自転車活用推進計画の取り組み
手話基本条例、手話推進事業
再生エネルギー100％エリア
道の駅石狩「あいろーど厚田」
こども未来館あいぽーと
再生エネルギーの地産地活
あいろーどパークの取り組み、サイクルツーリズム
ＲＥゾーン（再エネ100％エリア）による企業誘致の取り組み
オンデマンド交通「いつモ」の実証運行
カーボンニュートラルの実現に向けた石狩・札幌地域における水素サプライチェーンの取り組み
脱炭素先行地域に選定された再エネ等の取り組み
再生可能エネルギー（洋上風力発電建設）
議会改革
ゼロカーボンシティの達成に向けた石狩市の取り組み
こども未来館あいぽーと
議会ICT化の取り組み
公共施設等総合管理計画
不登校対策
ゼロカーボン実現に向けた取り組み／議会のインターネット配信

11
4
4
4
8
5
4
5
10
4
12
6
8
11
10
8
5
9
9
2
8
8
9
7
10
6
8
15
5
16
3
20
3
12
3
13
8
4
4

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
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委員会活動だより 各委員会が1月～3月に審査した
議案などをお知らせします。

　１期ビジョン（2019/４/１～2024/３/31）では、構成する市
町村の密接な連携と役割分担の下、それぞれの特徴を活かし
ながら「圏域全体の経済成長のけん引」「高次の都市機能の
集積、強化」「圏域全体の生活関連機能サービスの向上」の３
つの役割に取り組んできました。
　一方で、人口減少・少子高齢社会の急速な進展といった従
来からの課題に加え、デジタル化・脱炭素化などの社会情勢
の変化といった新たな課題にも直面しています。そのため、新
たな計画・計画期間においても、中長期的な圏域の将来像を
連携市町村と共有しながら、将来像の実現に向けた具体的な
取り組みを計画的に推進するために本ビジョンを策定します。

総務常任委員会
　防災、総合計画、農林漁業、新港企業、観光、予算、市税
などを審議します。

議案の
PickUp

第２期さっぽろ連携中枢都市圏ビジョンに
ついて（２月６日）

2月6日
・第２期さっぽろ連携中枢都市圏ビジョン（案）について
・オンデマンド交通の実証運行について
・所管事務調査（浜益国民健康保険診療所の体制変更案について、
　防災行政無線の聞きづらさ解消に向けて）
3月5日
・石狩市強靭化計画の推進管理について
・オンデマンド交通の実証運行について
・所管事務調査（防災行政無線の聞きづらさ解消に向けて）

その他の主な調査項目

学校給食費の適正な水準及び令和６年度の
学校給食費について（２月８日）

建設文教常任委員会
　道路維持、公園、公営住宅、除雪、上下水道、学校関係、
図書館などを審議します。

２月８日
・令和５年度除排雪事業の状況報告について

その他の主な調査項目

　昨年11月に市教委から石狩市学校給食センター運営委員
会へ諮問していた「学校給食費の適正な水準」について12月
に答申があり、その内容の報告がありました。
　学校給食費は、今後もさまざまな物価が上昇することが想
定される中で、現行単価では安定した栄養充足率と食品構
成の維持、安全な給食提供、食育の推進が難しく、適正な水
準を次のとおりとしました。

議案の
PickUp

左から委員 伊藤一治　片平一義　遠藤典子　山田敏人　蜂谷高海　

副委員長 神代知花子 委員長 日下部勝義

左から委員 山崎祥子　鈴木圭一　山本由美子

副委員長 上村賢 委員長 髙田静夫 １食あたりの給食費単価

適正な水準 現行
区分

1年生
2年生
3年生
4年生
5年生
6年生

287円

295円

302円

253円

260円

266円

学校給食費の適正な水準
⑴小学校及び
　義務教育学校前期課程

１食あたりの給食費単価

適正な水準 現行
区分

1年生

2年生

3年生

370円 326円

⑵中学校及び
　義務教育学校後期課程

▲オンデマンド交通 ▲防災行政無線

　また、これに基づく学校給食費単価の設定等は国の交
付金を活用するなど、引き続き保護者の経済的負担を考
慮し、改定等に係る保護者等への周知は十分な期間を
もって丁寧に行うことが申し添えられました。
　この答申を受け、令和６年度の学校給食費は、保護者
の経済的負担を考慮し、物価高騰相当額を国の交付金を
活用し、現行単価を維持することとなりました。
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　子育ての援助をしてほしい人（依頼会員）の要望に応じて、
子育ての援助ができる人（サポート会員）を紹介し、お互いの
理解と協力のもとに有償でお子さんを預かる「いしかりファミ
リー・サポート・センター」は、平成21年より基本料金を据え
置いてきましたが、サポート会員のなり手が減少するなど、事
業継続が厳しい状況になっています。サポート会員を確保し、
今後も安定的に事業運営を行うため、報酬額等の改定を検
討しました。
　令和５年12月下旬～令和６年１月上旬には、センター会員
に対し、報酬額の改定と区分変更のアンケート調査を実施。
報酬額の改定について「賛成」は44％、「改定してほしくない
がやむを得ない」は39％、「反対」は17％となり、「賛成・やむ
を得ない」は８割以上となりました。区分変更についても「賛
成・やむを得ないを合わせると９割以上の了承がありました。
　また、２月５日には令和５年度第１回子ども子育て会議に
諮問し、「改正はサポート会員のなり手不足の解消と、本事業
を今後も継続して安定的に運営することを目的としており、
改正内容は妥当である」との答申を受けました。
　これを受け、報酬額と区分の改定を本年４月に行うことと
しました。

厚生常任委員会
　環境、ごみ・リサイクル、町内会、子育て、高齢者・障がい
者福祉などを審議します。

議案の
PickUp

いしかりファミリー・サポート・センターの
報酬等の改定について（２月７日）

2月7日
・石狩市地球温暖化対策推進計画（区域施策編・事務事業
　編）の原案について
・いしかり生きものかけはしビジョン（石狩市生物多様性地
　域戦略）の策定に係るパブリックコメントの結果について
・石狩浜アクションプランの策定に係るパブリックコメント
　の結果について
・家庭ごみ収集日の変更に係るパブリックコメントの結　
　果について

・石狩市健康づくり計画（第３次）素案及びパブリックコメ
　ントの結果について
・所管事務調査（子ども食堂の現状と課題について）
3月6日
・新型コロナワクチン接種について
・所管事務調査（子ども食堂の現状と課題について）

その他の主な調査項目

左から委員 青山祐司　山本健司　阿部裕美子　松本喜久枝

副委員長 金谷聡 委員長 加藤泰博

〈現行〉
報酬（利用料金）/時間
前日まで 当日申込

600円 700円

区分

一般保育

病児保育

平日（月～金曜）

上記以外の日時

7：00～19：00

月～土曜 7：00～19：00

700円 800円

800円 900円

〈改定案〉
報酬（利用料金）/時間

前日まで 当日申込

700円 800円

区分

一般保育

病児保育

平日（月～金曜）

平日（月～金曜）

土曜

土・日・祝
年末年始

8：00～18：00

上記以外の時間

8：00～18：00

800円 900円

800円 900円

上記以外の時間 900円 1,000円

8：00～18：00 900円 1,000円

1,000円 1,100円8：00～18：00

いしかりファミリー・
サポート・センター
いしかりファミリー・
サポート・センター



　
石
狩
市
に
は
、江
戸
時
代
か
ら
伝
わ

る
チ
ョ
ウ
ザ
メ
の
伝
説
が
あ
る
の
を
ご
存

じ
で
し
た
か
？

　
チ
ョ
ウ
ザ
メ
は
石
狩
川
の
主
だ
と
い
わ

れ
、石
狩
弁
天
社
や
金
龍
寺
に
は
、チ
ョ

ウ
ザ
メ
の
神
様「
鮫
様
」が
祭
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
神
様
は
サ
ケ
漁
の
神
様
で
す
。

弁
天
社
に
伝
わ
る
伝
説
で
は
、「
江
戸
時

代
、石
狩
川
河
口
に
巨
大
な
鮫
が
現
わ

れ
河
口
に
横
た
わ
り
鮭
の
遡
上
を
止
め

た
の
で
、弁
天
社
に
神
と
し
て
祭
る
と
鮭

の
大
豊
漁
と
な
っ
た
」と
な
って
お
り
、豊

漁
と
凶
漁
の
両
面
を
も
っ
た
神
様
と
の

こ
と
で
す
。

　
ち
な
み
に
名
称
に
サ
メ
と
つ
い
て
い
ま

す
が
、鮫
で
は
な
く
チ
ョ
ウ
ザ
メ
目
で
、淡

水
魚
で
す
。そ
う
い
え
ば
…
私
の
小
さ
い

頃
に
は
石
狩
市
役
所
で
も
チ
ョ
ウ
ザ
メ

が
数
匹
展
示
さ
れ
て
い
た
の
を
見
に
行
っ

た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

　
残
念
な
が
ら
現
在
の
日
本
で
は
絶
滅

さ
れ
た
と
思
わ
れ
て
い
る
チ
ョ
ウ
ザ
メ
で

す
が
、平
成
以
降
も
石
狩
川
河
口
付
近
で

見
つ
かっ
た
り
し
て
い
る
よ
う
で
、水
族
館

な
ど
で
チ
ョ
ウ
ザ
メ
を
見
か
け
た
際
に
は
、

石
狩
川
に
も
い
る
か
も
…
と
思
い
な
が
ら

見
て
み
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
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健

　令和３年から、議会改革の新たな試みとして全議員（議
長除く）が審査に参加できるようにしており、令和６年も引
き続き全議員（議長除く）が審査に参加しました。

令和6年 予算特別委員会
　令和６年度の石狩市各会計予算について所管部ごと
に慎重な審査が行われ、いずれも原案のとおり可決すべ
きものと決定し、定例会本会議で報告されました。

定例会開催予定
次回の第2回石狩市議会定例会は
6月10日(月)から開催を予定して
います。

「泉流恵千翔会」表紙の団体
　1984年設立。古典舞踊のほか、石狩河口橋音頭など親しみやすいものも取り入
れながら、地元の文化祭や高齢者施設で多くの方に楽しんでいただけるよう発表し
ています。活動拠点は花川南コミセン、市公民館、花畔農住団地会館など。
問合せ　NPO法人石狩市文化協会 ☎75・1288

審 査 部 局開 催 日
3/11（月）
3/12（火）
3/14（木）
3/15（金）

財政部、会計管理者、総務部、総務部危機対策担当、選管事務局、監査事務局、公平事務局、議会事務局
厚田支所、浜益支所、浜益国保診療所、企画経済部、企画経済部産業振興担当、農業委員会
環境市民部、保健福祉部、保健福祉部健康推進担当
建設水道部、建設水道部水道担当、教育委員会

委
員
長
　
金
谷
　
　
聡

副
委
員
長
　
青
山
　
祐
司

委
　
　
員
　
鈴
木
　
圭
一

委
　
　
員
　
山
本
　
健
司

委
　
　
員
　
山
本
由
美
子

委
　
　
員
　
山
崎
　
祥
子

☆市議会だよりをご覧いただきありがとうございます。皆さまのご意見、ご感想をぜひお聞かせください。

議会の情報は「えりす  いしかりネット
テレビ」でもご覧いただけます！ 

石狩市議会の会議録をご覧ください
2次元コードから石狩市議会定例会と臨時会の会議録が閲覧できます。
または市役所ホームページから右側の石狩市議会をクリックし、
会議録検索をクリック！

議会ハラスメント問題等調査特別委員会
主な調査項目 2月16日　・ハラスメント問題等調査に関する事項について

議会運営委員会
　第1回定例会までに届けられた意見書は次の結果になりました。

意 見 書 名 審 議 結 果

※意見書については、議会運営委員会で審議し本会議で議決します
※審議未了とは、議会の会議に付託された議案等の案件が当該会期中に決着せず、継続審査の決定もされずに会期を終えるに
　至った場合のことです

刑事訴訟法の再審規定の速やかな改正を求める意見書（案）
企業・団体献金の全面禁止等を求める意見書（案）
被災者生活再建支援法の支援対象と支援金の拡充を求める意見書（案）
食料自給率向上を政府の法的義務とすることを求める意見書（案）
現行の健康保険証の存続を求める意見書（案）

審 議 未 了
審 議 未 了
本 会 議 提 案
審 議 未 了
審 議 未 了




